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　2025年度の日本雪工学会上信越支部第25回研究
発表会が，12月8日（月）に，Zoomを用いたオン
ラインで開催されました。
　開会に先立ち，上信越支部長である上石勲氏（防
災科学技術研究所）の挨拶から始まり，下記に示す
計5題＋活動報告の発表が行われ，それぞれの分
野，テーマに関して，活発な質疑が行われました。
　セッションⅡでは，昨年度の長岡市内の積雪状
況，消雪パイプの揚水管の腐食，トラス構造橋の落
雪の危険性など様々な報告がありました。特に長岡
市内のAIによる路面判定システムはリアルタイム
で道路状況が確認でき，また今後の対策としてパト
ロールカー（カメラ）を増設することで入力情報を
増やすなど，ハード面とソフト面で対処されていま
した。
　研究発表会は支部内の会員交流も目的とするので
すが，今回はオンラインによる発表会で計 12名ほ
どが参加しました。予定の時間を盛況に終了しまし
た。

【セ ッションⅠ研究発表】司会：五十嵐賢次（新潟
工科大学）

１）豪雪交付金でうまれたトピックス
　　○ 諸橋和行（中越防災安全推進機構）

２） 「路面消・融雪施設等設計要領」17年ぶりの改
訂とそのポイント

　　○小酒欽弥（株式会社興和）
３） 雁木通りを有する自治体の色彩制限について 
─これまでの調査結果を踏まえて─

　　○菅原邦生（新潟青陵大学短期大学部）
４） 機械学習を用いた長岡市の人身雪害発生予測情

報試験運用の試み
　　○ 中村一樹（防災科学技術研究所），本吉弘岐，

石川大貴，杉原幸信，上村靖司
５） 新潟工科大学に設置された準実大屋根雪実験棟

の紹介
　　○ 渡邉暫玖（新潟工科大学），涌井将貴，五十

嵐賢次，富永禎秀

【セ ッションⅡ活動報告】司会：上石勲（国立研究
開発法人防災科学技術研究所雪氷防災研究セン
ター）

～長岡地域の雪対策～
　新潟県長岡地域整備部維持課（七澤様）
　長岡市道路管理課（菊池様，根本様）
　雪氷防災研究センター（上石様）
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